
レーダ衛星(だいち２号)に
よる定期監視

インフラの
変状箇所特定

目視などによる
詳細点検
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•対象箇所を面的に把握
•目視困難な経年的・広範囲の沈下を把握

【監視の流れ】

変状箇所の抽出
定期測量の衛星による
空間的・時間的補完

現場作業・機材等の
設置なし

測量と比較してコスト
低減が見込まれる

【活用の事例】

【参考】 だいち２号（ALOS-2）によるインフラ劣化点検の効率化②

港湾解析事例
五洋建設と共同実施（SIP事業）

沈
下

隆
起
（
m

／
年
）

解析結果と、管理者より
経年的な変動が確認さ
れていた箇所が一致

海上空港解析事例(2期島)

解
析
結
果

測量結果

直線上であれば、解析
結果=測量結果となる

ⓒGoogle

衛星による解析結果と
測量結果が概ね一致

上の画像範囲が
赤枠に相当
築堤箇所の沈下
傾向が大きい

河川堤防解析事例
日本工営と共同実施（SIP事業） 5



衛星SARデータによるインフラ変位監視ツール（ANATIS）の
商用利用事業者の公募について

6

令和元年8月30日
宇宙航空研究開発機構

https://www.eorc.jaxa.jp/news/2019/nw190830.html

・
・



【参考】 衛星によるアマゾン林野火災の観測について（2019年8月）
複数の衛星でアマゾン周辺の林野火災（森林、農地）を観測（火災、煙（雲と識別）、森林面積の変化）

■火災検出と火災位置の推移(GCOM-C) ■ 林野火災にともなう煙の観測
(GCOM-C、GOSAT)

■ 火災にともなう森林面積の減少(ALOS-2)

森林面積減少域
（赤プロット, 2019/8/12～25）

2019年8月の森林面積減少域を赤で表示

GOSATで観測した林野火災の煙
(煙を灰色で表示；8/23)

©JAXA/NIES/MOE

GCOM-Cで観測した煙の分布
（8/11～20）

アマゾン中心部の林野火災検出位置
（8/17～28）全体図

GCOM-Cによるアマゾン中心部の
林野火災検出位置拡大図

（8/17～27；観測日別に色分け）

http://www.satnavi.jaxa.jp/news/2019/20190904.html
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